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 発行所 

 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

今年度も家庭教育応援企業の皆様には、本県の家庭教育に御協力いただき誠にあ

りがとうございました。応援企業の皆様におかれましては、年度末の業務でお忙し

くされていることと思います。また、子育て中の従業員の皆様の中には、お子様の

ご卒業やご入学をお迎えの方もいらっしゃることかと思います。どうぞ、お子様が

新しい環境でよいスタートをきることができるよう、ご家庭でよい春休みをお過ご

しください。 

    

ネット依存予防啓発リーフレット 

「大人も子どももネットをかしこく使いましょう」の紹介 

家庭教育推進県北ブロック会議で

は、デジタル社会で生きる子どもた

ちが、スマホやタブレットをかしこ

く使い、ネットに依存しないために、

家庭では何ができるかを考え、リー

フレットを作成しました。 

ご家庭でのルール作りが簡単にで

きる内容も掲載しています。子ども

のネット利用についての話合いやル

ール作りをする際の参考にしてくだ

さい。 

リーフレットは右の 

２次元コードから御覧く 

ださい。 

 

 

家庭教育応援企業の「取組事例」（活動報告）の紹介 

 

 

安西土木株式会社（福島市笹谷） 
安西土木株式会社では、従業員が子どもの学校行事に参加しやすい

ように声かけをしており、参加する場合は有給休暇にてゆっくり参加

できるように働きかけています。 

また、5 分から１０分くらいの短い時間でも、従業員が早く帰宅し

て親子の時間を作れるように、仕事の内容や天候によっては退勤時刻

を早めるように対応しています。 

新年度には、会社周辺の親子ごみ拾い活動を予定しています。 

企業の皆様には、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校行事への参加促進」「職場見学・体

験の実施」「地域行事への協力・支援」などの面から家庭教育を応援いただいております。今回は、安西土木

株式会社様の取組の様子を紹介します。 
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第２回 家庭教育推進県北ブロック会議より 

１月１８日（木）に第２回家庭教育推進県北ブロック会議を行いました。

ブロック会議委員から、職場体験学習や企業内学習会など企業ごとに家庭教

育に取り組んでいることは、大変すばらしいというお話がありました。今後

も、企業通信を通して各企業の取組の紹介や、研修会等の案内をして家庭教

育の推進を図っていきたいと思います。 

企業内学習会を実施しました（ルビコン株式会社） 

企業内学習会は、学校等での PTA 向け研修会に仕事の都合で参

加しにくい保護者の方々が、企業内において学習の機会を得ること

で、家庭教育の啓発を図っていくことを目的としています。 

講 演 「子どもの育ちと親のかかわり」 

講 師  桜の聖母短期大学 准教授 山下 敦子 氏 

日 時  令和６年２月２６日（月） 

【子どもの心をつかむためには】 

１ 子どもの話を否定しない 

２ 最後まで話を聞き逃さない 

３ 驚きのリアクションを示す 

４ 「余談」で会話に弾みをつける 

５ 相手の言葉を繰り返す 

６ 子どもの話に逃げ道を作る 

 家庭教育を充実させるためには、家庭や地域だけでなく地元企業の家庭教育への理解や積極的な参

加がますます求められています。 

 そこで各社の素晴らしい活動の様子を企業通信等で広く紹介し、効果的な取組等を共有することで

家庭教育の充実を目指していきたいと考えています。ぜひ、活動報告書にてお知らせください。 

①かんしゃくをおこす 

②言葉遣いが悪い 

③ゲームばかりやっている 

④なだめ方がわからない 

①子どもは間違いを経験しながら成長していく。 

②だめなことはだめと、言い続けていくことが 

大切である。 

③思春期には、いつまでもしつこく言わない。 

④イヤイヤ期があるということは、順調に育っ 

ているということである。 

【子育ての悩みは誰にでもあるものです】 

【子どもに肯定的に関わっていきましょう】 

〇 「好きだよ」「すてきだよ」「それでいいよ」などのエンパワメントの言葉のギフトで、子どもの心

はホカホカとあたたかくなる。 

〇 大人が子どものよいところを探し、認めてあげることが、子どもの生きる力を強くしていく。 

〇 子どもは、自分の発言を相手が聞いてくれれば、積極的にコミュニケーションをするようになる。 

 

 

職場で、このような

機会があるととてもよ

いです。 

これからも、協力し

て子育てをしていきた

いと思いました。 


